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変わりなく、変えてゆく。
～創造と継承の110年遊園地～ ／ 

イメー ジキャラクタ ー 「超ひらパー兄さん」や、 意外なアトラクションの楽しみ方などで常に話題を提供しているひらかたバークは、 2022年10

月に開園110周年を迎えました。 継続して営業する遊園地としては、 日本で最古の遊園地となります。 「そのとき、 楽しい！と感じていただけるも

のをお届けする」姿勢で変わり続けてきた一方で、 開園以来ずっと変わらず大切にしているものがあります。変えてゆくために、 変わらず動き続

けてきた、 ひらかたパークの創造と継承、 その2つの側面をレポートします。

動き続けて110周年

1912年の枚方菊人形の初開催から数えて110年。ひらかたパークは京阪電車の旅

客誘致の顔として、 また、 沿線の皆さまの憩いの場として、 その歴史を重ねてきまし

た。開園当初から続いた菊人形展は枚方の名を全国に知らしめた秋の風物詩とな

り、 最盛期である1974年には開催中84万人もの人でにぎわいました。しかし、 菊

師をはじめとする制作関係者の高齢化と後継者不足により、 これまでの規模と内

容を維持することが難しくなり、 2005年に惜しまれながら閉幕します。一方で、 時

代に沿った新しい遊園地像を模索し続け、 1996年の大規模リニュ ーアルを契機に

大胆な広告で新しいイメ ージを打ち出しました。今ではお馴染みとなった「ひらパ

ー」の愛称とユニークな存在感は、 この時に形づくられ現在まで引き継がれていま

す。

変わらぬ楽しさのために、 変わり続ける

■1929年園内l1!.景の絵はがき

■1912年枚方菊人形会場アーチ ■1935年こるの納涼イペント

家族みんなで楽しめるレジャ ー スポットとしてエンタ ーテインメントを牽引して

きた遊園地ですが、 2000年代に入ると取り巻く環境は一変します。少子高齢化や

レジャ ーの多様化、 大型テーマパークの誕生に伴って関西の遊園地は閉園が相次ぎ

ました。そうしたなかで、 ひらかたパークは攻めの姿勢を崩すことなく、 「お客さま

に楽しんでいただくために、 今、 何ができるか？」を発想の起点として、 知恵を絞り

続けます。そうして誕生したのが「超ひらパー兄さん」キャンペーンであり、 趣向を

凝らした広告、 既存の遊戯機を新鮮に楽しんでいただく企画の数々です。アイデア

を次々と展開することで、 従来のイメー ジにとらわれない遊園地として、 沿線の皆

さまはもとより全国的にも認知されるようになりました。







搬出された『ラウデイ』は、こ の後、 京阪電車寝屋川車両基地に運ばれて分解、検査

を念入りに 実施されます。車輪や車軸、 安全装置、車体など すべてを丹念にメンテ

ナンスして2週間後に戻って きます。

寝屋川車両基地での 遊戯機 の整備の様子は、 以前にも「こころまちつくろう活動

レポー ト(VOL.19夢を乗せる車両もおまかせ くださ い）」で紹介しました。

持てる力を結集して安全管理と向き合う

ひらかたパー クの安全管理 に つい て、 聡京阪レジャ ー サー ビス 遊戯機・施設チ ーム

の勝間 ー （かつまはじめ）リーダーにお話を伺いました。

ー 京阪レジャ ー サー ビスには、 何名の技術スタッフがいるのでしょう？

20名で遊戯機を含む園内施設の保守・点検を行なっています。責任者とし て遊戯機

の定期点検を実施 する者は「昇降機等検査員」 の 資格を取得しています し、 電 気工

事など業務に必要な資格を取得した技術者 がそろっています。

ー専門技術が求められる職種ですが、技術や知恵の伝承はどのように行わ

れていますか？

京阪電車の技術部門の協力 のもと 、 鉄道で培われた高い 技術力を、 ひらかたパー ク

の施設に適用し安全管理 体制を敷い ています。また 、 口伝だ けでなく確かな技の継

承をめざし、 動画を取り入れた指導教材やマニュアルの充実などにも 取り組んでい

ます。

ー 保守・点検は裏方で支えることに徹する作業ですが、 どんなところ ー

にやりがいを感じますか？また、 作業をする上で気をつけているのは何

ですか？

一つの作業をチ ームと してやり切った時にやりがいを感じます 。作業と向き

合う上で気をつけ ているのは、 スタッフの安全も 守ると いう点です。作業で怪

我がないように十分に留意 しています。

ー 安全管理を徹底する上でのモットーを教えてください。

パー クでの時間を楽しみにされているお客さまの期待を裏切 らない ために 、

開園中は遊戯機を休止さ せ ないで安全を守ることを念頭に 、 日々の点検作業

に細心の注意を払っています。しかし、 残念ながら故障が発生することもあり

ます。 その際には一刻も早く再開できるように 、 スタッフの持てる力を結集し

て 安全管理と向き合ってい き た いと考えて います。
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